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1 担当課（館）

① スポーツ課

2 担当課（館）

① スポーツ課

3 担当課（館）

① スポーツ課

推進目標

市民生活に定着するスポーツの推進と支援

重点施策

重点施策個別表

地区体育、スポーツ振興会の充実強化

スポーツ課事業

活動内容 　大館１５地区の体育スポーツ振興会に対し補助金を交付し、地区のスポーツの
振興を図る。地区に対しては、事業計画の助言とスポーツレクリェーション祭への
参加の呼びかけ、全地域がスポーツを通じて交流を図れるよう推進する。

自己評価 　昨年発足の旧比内、田代地区に体育スポーツ振興会ができ、他の１３地区ス
ポーツ振興会とともにスポーツレクレーション祭に積極的に参加、スポーツを通じ
て他地区との交流を図ることができた。

自己評価

活動内容   体育指導員及びスポーツ少年団を中心に指導員講習会、定例会等の開催、他
で開催される講習会等の情報提供、派遣により発掘と養成を図る。

自己評価

　体育指導員の皆さんが、積極的に研修会に参加することにより、指導者としての
レベルアップに繋げることができた。

  指導員講習会等の開催、他で開催される講習会の派遣等により発掘と養成を図
ることができた。
　・スポ少は主催事業５回に指導員、団員併せて延べ１７６名参加。
　体育指導員は７回の各講習会等へ５８名派遣、定例会を年６回実施している。

体育指導委員会活動内容の充実

スポーツ指導者の発掘と養成

スポーツ指導者の発掘と養成

体育指導委員会活動内容の充実

活動内容 　３８人いる体育指導員に対し、東北地区体育指導委員協議会、秋田県体育指導
員連絡協議会などが主催する研修会へ積極的に参加を呼びかけ、スポーツの知
識と技能を高めるとともに、指導者としてのレベルアップを図る。
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4 担当課（館）

① スポーツ課

5 担当課（館）

① スポーツ課

6 担当課（館）

① スポーツ課

7 担当課（館）

① スポーツ課

重点施策個別表

各スポーツ競技団体の育成

各スポーツ競技団体の育成

活動内容 　体育施設環境を整えながら、大館市体育協会を中心に各スポーツ競技団体の
育成を図る。

自己評価 　市体育協会を中心に各スポーツ競技団体へ強化費及び市民スポーツ祭開催補
助等をしながら育成を図ることができた。

スポーツ少年団の育成と強化

スポーツ少年団の育成と強化

活動内容 　スポーツを通じて心身の健全な青少年を育成するため、次により強化を図る。
　　　・スポーツ少年団リーダー会の育成補助
　　　・少年団育成のため、臨時担当者の設置

自己評価 　スポーツ少年団リーダー会の育成については、新たに1団体が加入、３６団、団
員１，１９５名、指導者１９７名、計１，３９２名の登録となり、団員は100名ほど少なく
なったが、市本部事業に積極的に参加し、強化を図ることができた。

各種スポーツ教室と大会開催への機会援助

各種スポーツ教室と大会開催への機会援助

活動内容 　市民体育館を会場にニュースポーツレストランを月２回開催し、普及を図る。
　　・ラージボール卓球、ユニカール、ミニテニス、ターゲットバードゴルフ他
　次の大会に補助し、スポーツ大会への参加機会を増やす。
　　　　　　　　　　　　　・山田記念ロードレース大会
　　　　　　　　　　　　　・高松宮賜杯全日本軟式野球大会秋田県大会
　　　　　　　　　　　　　・全国スポレク祭出場選手への補助
　　　　　　　　　　　　　・グリアス田代カップ綱引き大会
　　　　　　　　　　　　　・三市二郡中学校選抜野球大会
　　　　　　　　　　　　　・秋田県レクリェーション大会
　　　　　　　　　　　　　・市体育協会の育成のため補助するとともに、市体育協
　　　　　　　　　　　　　会が主催する１５の競技大会へ補助をする。

自己評価 　ニュースポーツレストランは、継続的に月２回のペースで開催。また、今年度予
定の補助大会等については、交通事情等により、サマーローラースキー大会が廃
止になったが、ほぼ計画どおりスポーツの振興を図ることができた。

広報活動の充実

広報活動の充実

活動内容 　市の主催するスポーツ事業について、随時「広報」に掲載するとともに、市内のス
ポーツ行事の開催予定については、毎週月曜日に地元紙へ情報（２週間分）を提
供し、市民の周知に努める。
  また、市のホームページ内教育委員会施設予約欄に一部施設空き情報を提供
する。
　

自己評価 　市の主催するスポーツ事業については、広報媒体を介し、積極的に広報活動の
充実を図ることができた。
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